
Microsoftアカウントの管理と年次更新

2021.0７.０８ (木)
鹿児島市立学校ICT推進センター 木田 博



鹿児島市教育委員会
学校ICT推進センター

R３.4月～

鹿児島県総合教育センター情報教育研修課

H30.4月～R3.3月

文部科学省「ICT活用教育アドバイザー」令和元年度～

▮ 自己紹介



▮ 鹿児島県における県域ドメインによる運用

教育委員会 : 44
（県教委１，市町村教委４３）

小学校: 495校，中学校:2０5校，
義務教育学校: 7校，高等学校: ６８校，
特別支援学校16校

県域ドメインによる運用のメリット

✓ 県内であれば，市町村をまたいで転校しても，同じアカウントを使い

続けられる。

✓ 進学（小学校～高校まで）しても，同じアカウントを使い続けられる。

✓ 小学校から高校までの１２年間に渡る,学習成果物の保存や蓄積が

可能 → 学習ログの永続性

✓ 市町村教委にとって，アカウント作成に関するポリシー策定作業の

簡略化，統一化による設定作業の軽減（自治体独自の設定も可能）

✓ 導入期における児童生徒のアカウント作成作業が不要

県域ドメインによる運用によるデメリット

✓ アカウントの階層的な運用管理

→アカウント管理の複雑化

Microsoft365 A1 ・ Google Workspace
両方が県域(全市町村)で利用可能



●県下教職員を対象とした「鹿児島県GIGAスクールオンラインセミナー」において

●市町村教育委員会担当者向け「県域ドメイン運用」に関する説明会(オンライン)

▮ １人１アカウントの意義や必要性に関する研修



▮ 鹿児島県におけるアカウント命名規則

児童生徒用

□□□□□□□□ @ kago.ed.jp
入学年度

教職員番号

市町村ごとの連番

県域ドメイン

教員用

t□□□□□□□ @ kago.ed.jp

市町村番号

名のイニシャル

県域ドメイン

※可能な限りシンプルかつ一意に（県域での運用を前提に作成）



▮ 児童生徒用IDカードの配布
〇児童生徒の「アカウントの大切さ」に関する理解の促進
〇教委又は学校におけるアカウント発行（「IDカード」）の作業の軽減



▮ アカウント管理は Web ブラウザから
Microsoft 365 管理センター ／ Microsoft Azure

PowerShell … 教育委員会単位等で，一度に多くのアカウント処理を行う場合に有効
https://docs.microsoft.com/ja-jp/microsoft-365/enterprise/connect-to-microsoft-365-powershell?view=o365-worldwide

新規登録・属性情報等の一括変更は、

CSVファイルで250人まで

PowerShellを使うと5,000人まで

GIGAスクール | Office 365 の運用管理 Tips : https://qiita.com/hisaho/items/5eedb1238d568f993daf

https://docs.microsoft.com/ja-jp/microsoft-365/enterprise/connect-to-microsoft-365-powershell?view=o365-worldwide
https://qiita.com/hisaho/items/5eedb1238d568f993daf


▮ 端末管理(Intune for Education)

✓ Windows アップデートの制御（授業中にアップデートさせない)

✓ アプリケーションの配布

✓ [設定] のアクセス制御

✓ セーフサーチの有効化

✓ YouTubeの制限モードの有効化

✓ リモートワイプ（端末紛失時)

：

：



▮ 端末管理(Intune for Education)

鹿児島県立高校

のデバイスグループ

姶良市の

デバイスグループ

阿久根市の

デバイスグループ

伊佐市の

デバイスグループ

薩摩川内市の

デバイスグループ

Intune for Education

各教育委員会ごとにデバイスグループを

作成し、グループごとにポリシーを管理



▮ Microsoft Excel からも管理可能※1

アカウント処理をより簡易にするためのツール

※1: School Shuttle https://www.progdence.co.jp/schoolshuttle/



▮ 簡易な操作で、学校（教委）別ユーザ取得し、一括で処理可能



▮ 「県域ドメインによるアカウント管理ガイド」の作成①



▮ 「県域ドメインによるアカウント管理ガイド」の作成②

どんな場合に

どんな作業を

誰が（どこが）

いつ（いつまでに）



▮ アカウント管理研修会の実施

研修動画は、

いつでも視聴可能

管理に必要な情報は、

共有し、適宜、更新



▮ 「Teams」を活用した情報交換

「Teams」内で、

相互に問題解決



▮ アカウント管理の課題と対策

●繁忙期の作業は教委、日常的なアカウント管理は学校で。
●とにかく転出処理だけは確実に。転入処理は不要にする。
●アカウントの削除は、一定期間経過後に。

それまでは「Inactive」に。
●年次更新を簡易にするために、

入力属性は極力少なく。「学年」「組」は必要か。
●アカウントの学校間（市町村間）の引継ぎ時の

トラブル対応のマニュアル化
●氏名の外字対応は難しい。カタカナ、ローマ字でも可
●各学校の転出事務処理の手引にアカウント処理も追加



▮ グループ管理の工夫

Microsoft 365 の動的メンバーシップ(ユーザー属性値を利用して自動的にグループにメンバーを追加する)を

利用して様々なグループを管理



▮ ライセンス管理の工夫

GIGA PROMO ライセンス Microsoft 365 A3 ライセンス

小学生 中学生 高校生中学生

✓教育委員会が変わるとライセンスが変わる

✓進学するとライセンスが変わる

ユーザーの属性値(所属学校、所属教育委員会)を変更すると

自動的に適切なライセンスが割り当てられる。



▮ Windows 端末のリフレッシュ
• Autopilot リセット(おすすめ)

PPKG(プロビジョニングパッケージ) で設定した内容は保持されるので、リセット後、すぐにユーザー

はログインできる。

✓ 工場出荷時の設定へのリセット

リセット後再度、PPKG(プロビジョニングパッケージ) でキッティング作業を行う必要があります。


